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はじめに

Oracle Secure Global Desktop 4.6 ユーザーガイ ド  では、 Oracle Secure Global Desktop 
(SGD) の使用方法を紹介します。 このマニュアルでは、 SGD を使ってアプ リ ケーシ
ョ ンを実行する方法についての情報を提供します。 このマニュアルは、 SGD の新規
ユーザーおよび既存ユーザーの両方を対象と しています。

内容の紹介
第 1 章では、 SGD を使ってコンピュータからアプ リ ケーシ ョ ンを実行する方法につ
いて説明します。

付録 A では、 SGD Client をコンピュータに手動でインス トールする方法について説
明します。

付録 B では、 SGD の上級ユーザー向けの設定について説明します。

付録 C では、 利 用可能なプロファ イル設定について説明します。

単語や語句とその定義から成る用語集も含まれています。

関連マニュアル
次の表は、 この製品に関するマニュアルの一覧を示しています。オンラ インマニュア
ルは、次のサイ トで参照できます。
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http://docs.sun.com/app/docs/coll/1706.5

マニュアルのフ ィードバッ ク
このマニュアルに関するコ メ ン トは、 http://docs.sun.com で Feedback[+] リ ン
クをク リ ッ ク して送付して ください。 フ ィードバッ クには、次のよ うに、マニュアル
のタイ トルと  Part Number を含めるよ うにして ください。

Oracle Secure Global Desktop 4.6 ユーザーガイ ド  、 Part Number 821-2157

アプリケーシ ョ ン タイ トル Part Number 形式 ロケーシ ョ ン
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Platform Support and Release Notes

821-1928 HTML
PDF

オンライン

DVD メディアおよびオンラ イ
ン

インス トール Oracle Secure Global Desktop 4.6 イ
ンス トールガイ ド

821-2162 HTML
PDF

オンライン

DVD メディアおよびオンラ イ
ン

管理 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管
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オンライン

ユーザー Oracle Secure Global Desktop 4.6 ユ
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PDF
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第 1 章

Oracle Secure Global Desktop 
の使用法

Oracle Secure Global Desktop (SGD) には、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行され
ているデスク ト ップアプ リ ケーシ ョ ンに対する 、セキュ リ テ ィー保護された リモート
アクセス機能が用意されています。

SGD を使用する と 、オフ ィ ス内のコンピュータでレポート を作成するこ と も 、自宅
の PC 上で UNIX® プラ ッ ト フォームのサーバーを管理するこ と も 、列車内でノー ト  
PC を使って株価データベースを調べるこ と も 、すべてが可能にな り ます。

また、セキュアセッ ト ワーク接続経由でアプ リ ケーシ ョ ンを実行するこ とによ り 、
企業データや個人情報を保護できます。

SGD を使用する と 、実行可能なすべてのアプ リ ケーシ ョ ンを 1 つの場所 (Webtop) 
から 利 用できます。  

Webtop にアクセスするために必要なものは、 Java™ テク ノ ロジに対応したブラウ
ザだけです。

このマニュアルでは SGD の基本的な使用方法について説明します。 このソフ ト ウェ
アにログインおよびログアウ トする方法や、 SGD を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを実行
する方法について説明します。

ログイン
こ こでは、 SGD にログインする方法について説明し 、 SGD の Webtop を表示し
ます。
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ユーザー名とパスワード

SGD を使用する場合、次の各サーバーのユーザー名とパスワードを知る必要があ り
ます。

■ SGD サーバー

■ アプ リ ケーシ ョ ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバー

次の表では、 SGD を使用する際に必要となる可能性のあるユーザー名とパスワード
について説明します。

▼ SGD にログインする方法

SGD にログインする前に、次の要件が満たされているか確認して ください。

■ JavaScript™ ソフ ト ウェアがブラウザで有効になっている  

■ Java テク ノ ロジがブラウザで有効になっている

注 - Java テク ノ ロジがブラウザで有効になっていない場合は、 SGD Client プログラ
ムをコンピュータにダウンロードできます。詳細については、 31 ページの 「 SGD 
Client のインス トール 」 を参照して ください。

■ SGD サーバーのユーザー名とパスワードがわかっている 。ユーザー名とパスワー
ドが不明な場合は、 SGD 管理者に連絡して ください。

ユーザー名とパスワード 説明

SGD サーバー SGD にログインする際に、ユーザー名とパスワードを入力する必
要があ り ます。 これは、 SGD サーバーがユーザーを認識し 、その
ユーザーの Webtop を表示できるよ うにするユーザー名とパスワ
ードです。 SGD への次回のログイン時まで、 このパスワードを再
度入力する必要はあ り ません。

また 、匿名で、つま りユーザー名とパスワードを入力せずに、
SGD にログインする こ と もできます。

パスワードの有効期限が切れているか有効期限が近付いている場
合は、パスワードを変更するよ うに求められる こ とがあ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンサー
バー

アプリ ケーシ ョ ンを起動する際に、アプ リ ケーシ ョ ンを起動する
アプ リ ケーシ ョ ンサーバー用のパスワードを入力する必要がある
こ とがあ り ます。 SGD サーバーはこれらのパスワードを記憶でき
るため、ユーザーがそれらを毎回入力する必要はあ り ません。ユ
ーザー名とパスワードの入力時に 「 このパスワードを保存する 」
オプシ ョ ンが使用できる場合は、それを使用します。

別のユーザー名とパスワードを使ってアプ リ ケーシ ョ ンを起動し
たい場合、 SGD にユーザー名とパスワードの入力を要求させるこ
とができます。
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■ SGD サーバーのログイン  URL (Uniform Resource Locator) がわかっている 。
SGD ログインページの URL が不明な場合は、 SGD 管理者に連絡して ください。

1. ブラウザを使用して SGD のログイン URL にアクセスします。

SGD のログイン URL は通常、 http://server.example.com/sgd です。 こ こで、
server.example.com は SGD サーバーの名前です。  

注 - Java テク ノ ロジがブラウザで有効になっていない場合、警告メ ッセージが表示
されます。処理を続行するには、 Java テク ノ ロジをブラウザで有効にする必要があ
り ます。

SGD ログインダイアログボッ クスが表示されます。図 1-1 を参照して ください。

図 1-1 SGD ログインダイアログボッ クス

ログインダイアログボッ クス

注 - JavaScript がブラウザで有効になっていない場合、 ログインダイアログボッ クス
の下に警告メ ッセージが表示されます。  

2. SGD のユーザー名とパスワードを入力します。

3. 「 ログイン 」 ボタンをク リ ッ ク します。

SGD の起動中はスプラッシュコマンドが表示されます。図 1-2 を参照してください。
第 1 章  Oracle Secure Global Desktop の使用法 3



図 1-2 SGD のスプラ ッシュ画面

SGD のスプラ ッシュ画面

Java テク ノ ロジのセキュ リ テ ィー警告が表示されます。 これは、 SGD サーバーへ
の初回接続時に表示されるセキュ リ テ ィーメ ッセージです。図 1-3 を参照して くだ
さい。

図 1-3 Java テク ノ ロジのセキュ リ テ ィー警告ダイアログボッ クス

Java テク ノ ロジのセキュ リ テ ィー警告ダイアログボッ クス

「 Always Trust Content From This Publisher 」 オプシ ョ ンを選択し 、 「 Run 」
をク リ ッ ク します。

初期接続ダイアログボッ クスが表示されます。 これは、 SGD サーバーへの初回接
続時に表示されるセキュ リ テ ィーメ ッセージです。図 1-4 を参照して ください。
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図 1-4 初期接続ダイアログボッ クス

初期接続ダイアログボッ クス

4.  ( 省略可能 ) 「 証明書の表示 」 ボタンをク リ ッ ク します。

「 証明書の詳細 」 ダイアログボッ クスが表示されます。 この画面では、セキュ リ
テ ィー証明書の詳細を表示し 、接続先のサーバーが信頼できるかど うかを確認す
るこ とができます。図 1-5 を参照して ください。

図 1-5 「 証明書の詳細 」 ダイアログボッ クス

「 証明書の詳細 」 ダイアログボッ クス

a. 「 有効期間 」 および 「 サブジェク ト 」 フ ィールドが正しいこ とを確認します。

b. 「 閉じる 」 をク リ ッ ク します。

初期接続ダイアログボッ クスが再度表示されます。
第 1 章  Oracle Secure Global Desktop の使用法 5



5. 証明書の詳細が正しければ、 「 はい 」 をク リ ッ ク して接続に同意します。

「 はい 」 をク リ ッ クする と 、接続に問題がある場合を除いて、 このセキュ リ テ ィ
ーメ ッセージが再度表示されるこ とはあ り ません。

SGD Client アイコンがタスクバーに表示されます ( 図 1-6 を参照 ) 。

図 1-6 SGD Client タスクバーアイコン

SGD Client アイコン

SGD の Webtop が表示されます。図 1-8 を参照して ください。

「 安全でない可能性のある接続 」 メ ッセージ

SGD サーバーへの接続にセキュ リ テ ィー上の問題が存在する場合は、 「 安全でない
可能性のある接続 」 メ ッセージが表示されます ( 図 1-7 を参照 ) 。

図 1-7 「 安全でない可能性のある接続 」 メ ッセージ

「 安全でない可能性のある接続 」 メ ッセージ

「 安全でない可能性のある接続 」 メ ッセージが表示された場合には、次の手順を実行
します。

▼ 「 安全でない可能性のある接続 」 メ ッセージを処理する
方法

1. 「 証明書の表示 」 ボタンをク リ ッ ク し 、証明書の詳細を書き留めます。
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2. 「 拒否する 」 ボタンをク リ ッ ク して接続を取り消し 、 SGD 管理者に連絡して くだ
さい。

SGD の Webtop
Webtop は特殊な Web ページであ り 、 SGD 経由で実行できるアプ リ ケーシ ョ ンを一
覧表示し 、ユーザーがそれらを実行できるよ うにします。  

図 1-8 に、 Webtop のさまざまな領域を示します。

図 1-8 SGD の Webtop
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SGD の Webtop 。 Webtop のさまざまな領域が表示された状態

次の各節では、 Webtop のさまざまな領域について説明します。

メ ニューバー

Webtop のこの領域には、 ログアウ ト用のボタンと 、ヘルプおよび診断情報を表示す
るためのボタンが含まれます。

SGD のログアウ トの詳細については、 28 ページの 「 ログアウ ト 」 を参照して くださ
い。

Webtop から 、診断情報を含むページを表示できます。 これは、サポートに連絡する
必要がある場合に役立ちます。

Webtop 上の 「 情報 」 ボタン 「 情報 」 ボタンをク リ ッ ク し 、

続いて情報領域の 「 詳細な診断 」 リ ンクをク リ ッ ク します。

アプ リ ケーシ ョ ン領域

Webtop のアプ リ ケーシ ョ ン領域は、 SGD 経由で実行可能なアプ リ ケーシ ョ ンの リ
ス ト を表示するために使用されます。

アプ リ ケーシ ョ ンの実行方法の詳細については、 10 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの
使用 」 を参照して ください。

実行可能なアプ リ ケーシ ョ ンの リ ス トにアプ リ ケーシ ョ ンの追加や削除を実行できる
のは、 SGD 管理者だけです。実行可能なアプ リ ケーシ ョ ンを増やす場合は、 SGD 
管理者に連絡して ください。ただし 、アプ リ ケーシ ョ ンを  Webtop にいつ、 どのよ う
に表示するかを設定するこ とは可能です。 これを設定するには、 Webtop グループを
作成します。 22 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ングループ 」 を参照して ください。

# 名前 説明

1 メニューバー 「 ログアウ ト 」 、 「 ヘルプ 」 、および 「 情報 」 ボ
タンが含まれます

2 アプ リ ケーシ ョ ン
領域

実行可能なアプ リ ケーシ ョ ンを一覧表示します

3 印刷領域 印刷ジ ョブを管理できるよ うにします

4 情報領域 エラーメ ッセージおよびシステム情報を表示しま
す
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印刷領域

Webtop の印刷領域には、印刷ジ ョブの一覧表示と制御を可能にする リ ンクが含まれ
ます。

印刷の詳細については、 16 ページの 「 印刷 」 を参照して ください。

情報領域

情報領域は、エラーメ ッセージおよびシステム情報を表示するために使用されます。
表示される情報は次のとおりです。

■ ユーザー名

■ セキュア接続の状態

■ LDAP および Active Directory アカウン トのパスワード有効期限のメ ッセージ

ユーザー名

SGD ユーザー名は、 Webtop ツールバーの南京錠のアイコンの横に表示されます 
( 図 1-9 を参照 ) 。

図 1-9 Webtop ツールバー上に表示されたユーザー名

Webtop ツールバー上に表示されたユーザー名

ツールバーに 「 ゲス ト ユーザー 」 と してログインしているこ とが表示された場合は、
ユーザー名とパスワードを入力しないでログイン  ( 匿名ログインと呼ばれる ) したか
、使用中の Webtop がほかのユーザーと共有されています。

これらの詳細は、初回ログイン時に Webtop にも表示されます。

セキュア接続の状態

セキュア接続を使用している場合は、 ロ ッ ク された南京錠のアイコン  南京錠の
アイコン

が Webtop メニューバーの下に表示されます。 また、初回のログイン時に、Webtop 
上のページにセキュア接続と標準接続のどちらを使用しているかが示されます。

SGD に対するセキュア接続が使用可能なのは、 SGD 管理者がそれらを有効にした場
合だけです。
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セキュア接続を自動的に受信できない場合や、特定の状況下でセキュア接続だけを取
得できる場合もあ り ます。必要な時にセキュア接続が確立できない場合は、 SGD 管
理者に連絡して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンの使用
アプリ ケーシ ョ ンの起動、停止、および管理を行うには、 Webtop のアプ リ ケーシ
ョ ン領域を使用します。

アプ リ ケーシ ョ ンの実行

アプリ ケーシ ョ ンを起動するには、 Webtop 上のアプリ ケーシ ョ ンの リ ンクをク リ ッ
ク します ( 図 1-10 を参照 ) 。数秒の間にアプ リ ケーシ ョ ンが表示され、使用する準備
が整います。

図 1-10 アプ リ ケーシ ョ ン実行用の Webtop リ ンク

アプ リ ケーシ ョ ン実行用の Webtop リ ンク

アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と 、ユーザー名とパスワードの入力を要求される場合が
あ り ます。 これは、そのアプ リ ケーシ ョ ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに対
するユーザー名とパスワードです。

別のアプリケーシ ョ ンを起動する前にアプリケーシ ョ ンを終了する必要はあり ません。
単に別のリ ンクをク リ ッ ク します。

SGD 管理者は、アプ リ ケーシ ョ ンの表示方法を設定します。

注 - 異なる  Windows ド メ イン名を使用した Windows アプ リ ケーシ ョ ンを起動する
こ とはできません。 SGD 管理者に設定を依頼して ください。

問題が発生した場合は、 SGD 管理者に連絡して ください。

デスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューの リ ンクを使ってアプ リ ケーシ
ョ ンを実行するこ と もできます。詳細については、 25 ページの 「 デスク ト ップの 「
スター ト 」 または 「 起動 」 メニューからの SGD の使用 」 を参照して ください。
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アプリ ケーショ ンのインスタンス数

あるアプ リ ケーシ ョ ンが実行中である場合、 Webtop 上でそのアプ リ ケーシ ョ ンの名
前の前に三角形が、その後ろに括弧で囲まれた数字が、それぞれ表示されます。セッ
シ ョ ンツールバーも 、アプ リ ケーシ ョ ン名の下に表示されます。セッシ ョ ンツールバ
ーは、アプ リ ケーシ ョ ンの中断、再開、 または終了に使用されます。図 1-11 に、アプ
リ ケーシ ョ ンの 2 つのインスタンスが実行されている場合の Webtop リ ンクを示し
ます。

図 1-11 アプ リ ケーシ ョ ン実行中の Webtop リ ンク

アプ リ ケーシ ョ ン実行中の Webtop リ ンクの詳細

括弧内の数字は、ユーザーが起動したアプ リ ケーシ ョ ンの独立したインスタンスの個
数です。 SGD 管理者は、起動可能なアプ リ ケーシ ョ ンのインスタンス数を設定しま
す。実行可能なアプ リ ケーシ ョ ンのインスタンス数を確認するには、 Webtop 上のリ
ンクにマウスポインタを移動します。ポップアップウ ィ ンド ウに使用可能なセッシ ョ
ン数が表示されます。

詳細については、 12 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの中断と再開 」 を参照して くだ
さい。

アプリ ケーショ ン起動時にエラーメ ッ セージが表示さ れ
たらどう すればよいか。

アプリ ケーシ ョ ン起動用リ ンクをク リ ッ ク したと きに、エラーメ ッセージが表示され
た場合は、次のいずれかを試して ください。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー用の正しいユーザー名とパスワードを入力したこ とを
確認します。 SGD から この情報が要求されない場合は、 Shift キーを押しながら
リ ンクをク リ ッ ク してプロンプ ト を強制的に表示させます。

■ SGD からログアウ ト し 、ブラウザを終了してから再起動し 、 SGD に再度ログイン
します。アプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクをク リ ッ ク します。

■ SGD 管理者に連絡して、 エラーメ ッ セージに表示されるすべての情報を伝えます。
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アプリ ケーショ ンの起動時にチューザページが表示さ れ
たらどう すればよいか。

アプリ ケーシ ョ ンを起動する リ ンクをク リ ッ ク したと きに、情報領域にチューザペー
ジが表示される場合があ り ます。  

アプ リ ケーシ ョ ンの設定方法に応じて、チューザページを使用して、アプ リ ケーシ ョ
ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択した り 、起動されるアプ リ ケーシ ョ ン
を選択した り 、その両方を選択した りするこ とができます。  

図 1-12 チューザページ、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの選択

チューザページ、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの選択

チューザページは、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンで自動的に表示されるわけではあ り ま
せん。 SGD 管理者が設定する必要があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの中断と再開

アプリ ケーシ ョ ンの中には、表示されていな くても実行し続けるよ うに設定されるも
のもあ り ます。それらは 「 再開可能な 」 アプ リ ケーシ ョ ンです。

アプ リ ケーシ ョ ンを終了しないでそのアプ リ ケーシ ョ ンのウ ィ ン ド ウを閉じるには、
アプ リ ケーシ ョ ンを中断します。 ウ ィ ンド ウを再度表示してアプ リ ケーシ ョ ンを使い
始めるには、アプ リ ケーシ ョ ンを再開します。

アプ リ ケーシ ョ ンは表示されていな くても引き続き実行されているため、オフ ィ スで
急ぎのレポートの作成を開始し 、一日の終わりに SGD からログアウ トできます。ア
プ リ ケーシ ョ ンは中断されています。帰宅したあとで SGD に再度ログインしてアプ
リ ケーシ ョ ンを再開し 、 レポートの続きを作成できます。

アプ リ ケーシ ョ ンの中断と再開は、 Webtop 上のセッシ ョ ンツールバーを使って行い
ます。
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アプリ ケーショ ンを制御するためのセッ ショ ンツールバー

セッシ ョ ンツールバーは、アプ リ ケーシ ョ ンの実行中のインスタンスごとに存在し
ます。

■ 中断ボタン  をク リ ッ クする と 、

■ アプ リ ケーシ ョ ンが中断されます

■ 再開ボタン  をク リ ッ クする と 、

■ アプ リ ケーシ ョ ンが再開されます

■ 取り消しボタン  をク リ ッ クする と 、

■ アプ リ ケーシ ョ ンが終了します

図 1-13 に示すよ うに、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのセッシ ョ ンツールバーの表示 /
非表示を切り替えるには、三角形をク リ ッ ク します。

図 1-13 非表示状態のセッシ ョ ンツールバー

非表示状態のセッシ ョ ンツールバー

アプ リ ケーシ ョ ン領域の 上部にある次の各リ ンクを使えば、すべてのアプ リ ケーシ
ョ ンセッシ ョ ンを一度に管理できます。

■ 実行中のすべてのアプ リ ケーシ ョ ンを中断するには、 「 すべて中断 」 リ ンクをク
リ ッ ク します

■ 中断されているすべてのアプ リ ケーシ ョ ンを再開するには、 「 すべて再開 」 リ ン
クをク リ ッ ク します

■ 実行中のアプリ ケーシ ョ ンや中断されているアプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了する
には、 「 すべて取消し 」 リ ンクをク リ ッ ク します

図 1-14 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを管理するためのリ ンク

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン管理用のリ ンク

アプリ ケーショ ンの再開機能の設定

アプリ ケーシ ョ ンが再開可能かど うか調べるには、 Webtop 上のリ ンクにマウスポイ
ンタを移動して、表示されるポップアップウ ィ ンド ウを確認します。
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次の表では、アプ リ ケーシ ョ ンで使用可能な再開機能設定について説明します。

注 - ユーザー名とパスワードを入力しないで SGD にログインした場合、再開可能な
アプ リ ケーシ ョ ンを再開できるのは、 ログアウ トするまでの期間だけです。

ブラ ウザを閉じた場合に、 作業内容が消失するかどう か

ログアウ ト しないでブラウザを誤って閉じたり 、ブラウザがクラッシュしたり しても 、
作業内容が消失するこ とはあ り ません。ブラウザを再起動して SGD にログインすれ
ば、 Webtop を表示できます。  

ただし 、 SGD Client が予期せずに終了した場合やユーザーが SGD Client を閉じた
場合、あるアプ リ ケーシ ョ ンを再開できるかど うかは、 SGD 管理者がそのアプ リ ケ
ーシ ョ ンをどのよ うに設定したかと 、ユーザーがどのよ う な方法で SGD にログイン
したかによって決ま り ます。

■ 「 再開不可能 」 に設定されたアプ リ ケーシ ョ ンは、 SGD Client が終了するか閉じ
られる と終了します。一般に、 1 回に短い時間使用するだけで、業務上重要な機
能でないアプ リ ケーシ ョ ンは、再開不能に設定されます。

■ 「 常に再開可能 」 または 「 ログアウ ト時まで再開可能 」 に設定されたアプ リ ケー
シ ョ ンは、 SGD Client が終了するか閉じられたあと も 、ある一定期間実行し続け
ます。単にブラウザを再起動してから  SGD に再びログインし 、動作中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンを再開します。

■ SGD に匿名でログインした場合、つま りユーザー名とパスワードを入力しなかっ
た場合、あるいは共有 Webtop ( 複数のユーザーが同じユーザー名とパスワードを
使ってログインする  Webtop) を使用している場合は、 SGD Client が終了するか
閉じられる と 、アプ リ ケーシ ョ ンは終了します。なぜなら 、 どちらの場合もユー

再開機能の設定値 説明

再開不可能 ユーザーが SGD からログアウ トする と 、 このアプ リ ケーシ ョ ン
は終了します。再開可能でないアプ リ ケーシ ョ ンを中断または再
開するこ とはできません。

注 - 再開可能でないアプ リ ケーシ ョ ンでは、セッシ ョ ンツールバ
ーに取り消しボタンしか表示されません。

ログアウ ト時まで再開
可能

このアプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザーが SGD からログアウ トする
まで動作し続けます。 ログインしている間は、 これらのアプ リ ケ
ーシ ョ ンを中断および再開できます。

常に再開可能 このアプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザーが SGD からログアウ ト した
あと も動作し続けます。再度ログインした際に、再開ボタンをク
リ ッ クする と 、実行中のアプ リ ケーシ ョ ンが再度表示されます。
14 Oracle Secure Global Desktop 4.6 ユーザーガイド • 2010 年 8 月



ザーが一意のユーザー名とパスワードを使用しないために、 SGD に再度ログイン
したユーザーが以前と同じユーザーかど うかを  SGD が判断できないからです。
9 ページの 「 ユーザー名 」 も参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンの表示方法の変更

SGD 管理者が、アプ リ ケーシ ョ ンのデスク ト ップ上での表示方法を定義します。
たとえば、アプ リ ケーシ ョ ンがフルスク リーン表示されるかそれと もデスク ト ップウ
ィ ン ド ウ内に表示されるか、などです。  

デスク ト ップウ ィ ンド ウ内に表示されるグラフ ィカルアプ リ ケーシ ョ ンは、 ウ ィ ンド
ウのサイズに合わせて拡大縮小するこ とができます。 ウ ィ ンド ウのサイズを変更する
と 、 SGD によって新しいウ ィ ンド ウのサイズに合わせてアプ リ ケーシ ョ ンが再度拡
大縮小され、 スク ロールバーは表示されません。

Scroll Lock キーを押すこ とで、アプ リ ケーシ ョ ンの拡大縮小の有効化 / 無効化を切
り替えるこ とができます。

アプリケーシ ョ ンがスケーラブルウ ィンドウに表示されているかど うかを調べるには、
Webtop 上のリ ンクにマウスポインタを移動して、表示されるポップアップを確認し
ます。あるいは、 ウ ィ ンド ウ下部のステータスバーを確認します。

アプ リ ケーシ ョ ン間での情報のコピー

Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンでは、 コピー元のアプ リ ケー
シ ョ ンで通常の方法でコピーしてから 、 コピー先のアプ リ ケーシ ョ ンで通常の方法で
ペース ト します。アプ リ ケーシ ョ ンによっては、情報のコピー＆ペース トが許可され
ない場合があ り ます。 この動作は、 SGD 管理者によ り設定されます。アプ リ ケーシ
ョ ン間のコピー＆ペース トが許可されない場合、 コピーした情報の代わりに次のメ ッ
セージがペース ト されます。  

Oracle Secure Global Desktop Software: Copied data not 
available to this application

文字型アプリ ケーシ ョ ンの場合、マウスの右ボタンでク リ ッ ク してから 、 「 コピー 」
または 「 ペース ト 」 を適切にク リ ッ ク します。テキス トのカラムを選択するには、
Shift キーを押しながらテキス ト を選択します。

タイプの異なるアプ リ ケーシ ョ ン間で情報をコピーできます。たとえば、アプ リ ケー
シ ョ ンサーバー上で実行している  xterm から 、 コンピュータ上で実行しているテキ
ス トエディ タにコピーできます。

グラフ ィ ッ クスのコピー＆ペース トは、  Windows のアプ リ ケーシ ョ ンでのみ可能
です。
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異なるユーザー名とパスワードによるアプ リ ケー
シ ョ ンの実行

あるアプリ ケーシ ョ ンを起動する際にユーザー名とパスワードの入力を  SGD に要求
させるには、 Shift キーを押しながら 、 Webtop 上のそのアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンク
をク リ ッ ク します。

ユーザー名と パスワード の入力をこのよう な方法で SGD に要求させると いう こ と は、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバー用にすでに保存されているユーザー名とパスワードを  
SGD が使用しないこ とを意味します。別のユーザーと してアプ リ ケーシ ョ ンを起動
したい場合に役立ちます。

「 このパスワードを保存 」 チェ ッ クボッ クスが選択された場合、新しいユーザー名と
パスワードが保存され、 このアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上にそれまで保存されていた
ユーザー名とパスワードは置き換えられます。 このユーザー名とパスワードは、 この
アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で起動する他のすべてのアプ リ ケーシ ョ ンに使用され
ます。

次の場合には、 Shift キーを押しても何の効果もあ り ません。

■ SGD に匿名ユーザーまたは共有ユーザーでログインしている場合。

■ アプ リ ケーシ ョ ンを起動するためのリ ンクが、デスク ト ップの 「 スター ト 」 また
は 「 起動 」 メニュー内に存在している場合。 Shift キープロンプ トが正し く機能す
るのは、 Webtop 上のリ ンクに対してだけです。

1 つボタンの Apple Macintosh マウスの使用

多くの Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンは、マウス
の中ボタンやマウスの右ボタンを使用します。 このよ う なアプ リ ケーシ ョ ンを  1 つボ
タンの Apple Macintosh マウスで使用するには、キーボード上の次のいずれかのキ
ーを押しながらボタンをク リ ッ ク します。

■ マウスの中ボタンをク リ ッ クする代わりに、 Alt キーを押しながらマウスのボタン
をク リ ッ ク します

■ マウスの右ボタンをク リ ッ クする代わりに、 Command キーを押しながらマウス
のボタンをク リ ッ ク します

印刷
SGD では、アプ リ ケーシ ョ ンから 、 コンピュータに接続されたプ リ ンタに印刷する
こ とができます。
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通常、印刷に使用するプ リ ンタを選択できます。ただし 、一部のアプ リ ケーシ ョ ンで
は、デフォル トのプ リ ンタにしか印刷できない場合があ り ます。  

印刷ジ ョブの管理

印刷ジ ョブの管理には、 Webtop の印刷領域を使用します。印刷領域には、印刷キ
ュー内の現在のジ ョブ数、および印刷ジ ョブの管理用コン ト ロールが表示されます
( 図 1-15 を参照 ) 。

図 1-15 SGD Webtop の印刷領域

SGD Webtop の印刷領域

ドキュ メ ン トが印刷中である場合、印刷キュー内の印刷ジ ョブの個数が Webtop 上に
表示されます。

印刷を一時的に停止するには、 「 一時停止 」 リ ンクをク リ ッ ク します。印刷が一時停
止される と 、プ リ ンタアイコンの表示が変わり ます ( 図 1-16 を参照 ) 。  

図 1-16 印刷一時停止アイコン

印刷一時停止アイコン

印刷を一時停止した場合、保留中の印刷ジ ョブはすべて、ユーザーが印刷を取り消す
か再開するまで印刷キュー内に保持されます。

一時停止した印刷を再開するには、 「 再開 」 リ ンクをク リ ッ ク します。

印刷ジ ョブをすべて削除するには、 「 すべて取消し 」 リ ンクをク リ ッ ク します。

印刷ジ ョブを個別に管理するには、 「 すべてのジ ョブの リ ス ト 」 ボタンをク リ ッ ク し
ます。 Webtop に、キュー内のすべての印刷ジ ョブの一覧とそれらの各ジ ョブの情報
が表示されます。たとえば、 コピー枚数や使用するプ リ ンタなどです。

印刷が一時停止された状態で  再開ボタンをク リ ッ クする と 、

その印刷ジ ョブだけが印刷されます。

特定の印刷ジ ョブを取り消すには、  取り消しボタンをク リ ッ ク します

.
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UNIX プラ ッ ト フォームアプ リ ケーシ ョ ンからの
印刷

SGD では、 UNIX プラ ッ ト フォームアプ リ ケーシ ョ ンから 、 コンピュータに接続さ
れたプ リ ンタに印刷するこ とができます。

UNIX プラ ッ ト フォームアプリ ケーショ ンから  UNIX 、
Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームコンピュータ
への印刷

アプリ ケーシ ョ ンサーバー上の端末ウ ィンド ウから 、デフォル トプ リ ンタにファ イル
を印刷するには、次のコマンドを入力します。

あるいは、 SGD 管理者が設定した任意のク ラ イアン トプ リ ンタを指定するこ と もで
きます。

たとえば、 salesprinter とい う名前のク ラ イアン トプ リ ンタが SGD 管理者によ
って設定されている場合、次のコマンドを使用できます。

UNIX プラ ッ ト フォームアプリ ケーショ ンから  Windows 
コンピュータへの印刷

次のコマンドを実行する と 、 file が Windows コンピュータ上のデフォルトプ リ ンタ
に印刷されます。

コンピュータ上のあるポートに印刷するこ と もできます。次に例を示します。

また、 コンピュータからアクセス可能なネッ ト ワークプ リ ンタの UNC (Universal 
Naming Convention) 名を指定して印刷するこ と もできます。 UNC 名を使用するに
は、プ リ ンタ名を引用符で囲み、シェルに応じた方法でバッ クスラ ッシュをエスケー
プする必要があ り ます。次に例を示します。

$ lp file

$ lp -d salesprinter file

$ lp file

$ lp -d LPT1: file

$ lp -d ’\\\\PRTSERVER\\HPLJ5’ file
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UNC 名の問題を回避するには、次のよ う な 「 フレンド リ 」 な名前を使って印刷し
ます。

この場合、 SGD 管理者によってこのフレンド リ な名前が設定されている必要があ り
ます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンからの印刷

SGD では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンから 、 コンピュータに接続されたプ リ ンタ
に印刷するこ とができます。  

Windows アプリ ケーショ ンから  UNIX、 Linux、 または 
Mac OS X プラ ッ ト フォームコンピュータへの印刷

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンから  UNIX 、 Linux 、 または Max OS X プラ
ッ ト フォームコンピュータへの印刷を行う と 、 SGD 管理者によって設定されたク ラ
イアン トプ リ ンタが表示されます。

ユーザー独自のク ラ イアン トプ リ ンタを設定する方法の詳細については、 39 ページ
の 「 ク ラ イアン トプ リ ンタの設定 」 を参照して ください。

Windows アプリ ケーショ ンから  Windows コンピュータ
への印刷

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンから  Microsoft Windows コンピュータへの印
刷を行う と 、 ク ライアン トに接続されたプリ ンタの一部またはすべてが表示されるか、
まった く表示されません。 さ らに、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに直接接続されたプ リ
ンタ も表示されます。  

PDF 印刷

SGD では、 PDF (Portable Document Format) 印刷を使用するこ と もできます。その
場合、 Adobe PDF 形式を使用するこ とでプ リ ンタ ド ラ イバの問題の多くが避けられ
ます。

SGD には、 「 Universal PDF Printer 」 と 「 Universal PDF Viewer 」 の 2 種類の 
PDF プ リ ンタが存在します。

$ lp -d label-printer file
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Microsoft Windows コンピュータでは、 「 Universal PDF Printer 」 プ リ ンタは、印
刷ジ ョブを  Adobe Reader 内の PDF ファ イルと して表示します。 この PDF ファ イル
はデフォル トプ リ ンタで印刷されます。 「 Universal PDF Viewer 」 プ リ ンタは、印
刷ジ ョブを  Adobe Reader 内の PDF ファ イルと して表示します。ユーザーは、 PDF 
ファ イルを印刷するかまたは保存するかを決定できます。

UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのコンピュータでは、
「 Universal PDF Printer 」 プ リ ンタ と 「 Universal PDF Viewer 」 プ リ ンタに違いは
あ り ません。印刷ジ ョブは常に PDF ビューア内の PDF ファ イルと して表示されます
。ユーザーは、 PDF ファ イルを印刷するかまたは保存するかを決定できます。

PDF 印刷の使用

Windows アプ リ ケーシ ョ ンから通常の方法で印刷を実行し 、アプ リ ケーシ ョ ンの 「
印刷 」 ダイアログボッ クスで 「 Universal PDF Printer 」 または 「 Universal PDF 
Viewer 」 を選択します。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行されてい
るアプ リ ケーシ ョ ンから印刷するには、印刷コマンドの一部と して PDF プ リ ンタを
指定しながら通常の方法で印刷します。次に例を示します。

file は PostScript ファ イルである必要があるため、アプ リ ケーシ ョ ンが PostScript 
を出力できる必要があ り ます。  

Windows コンピュータでは、 PDF ファ イルは Adobe Reader に表示されます。
ユーザーが選択するプ リ ンタに応じて、次のいずれかが適用されます。

■ 「 Universal PDF Printer 」 プ リ ンタが選択されている場合、 PDF ファ イルは自動
的にデフォル トプ リ ンタで印刷されます。 Adobe Reader は 小化された状態で
実行され、印刷ジ ョブが完了しても終了しません。

■ 「 Universal PDF Viewer 」 プ リ ンタが選択されている場合、 PDF ファ イルは 
Adobe Reader のウ ィンド ウに表示されます。ユーザーは、 このファ イルを印刷す
るかまたは保存するかを決定できます。

UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのコンピュータでは、 PDF フ
ァ イルは PDF ビューアに表示されます。ユーザーは、 PDF ファ イルを印刷するかま
たは保存するかを決定できます。 印刷ジョ ブは常に PDF ビューアに表示されるため、
「 Universal PDF Printer 」 プ リ ンタ と 「 Universal PDF Viewer 」 プ リ ンタに違いは
あ り ません。

$ lp -d "Universal PDF Printer" file

$ lpr -P "Universal PDF Viewer" file
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印刷の ト ラブルシューティ ング

アプリケーシ ョ ンから印刷しても出力されない場合には、次の点を確認してください。

上記のいずれによっても印刷の問題を解決できない場合は、 SGD 管理者に連絡して
ください。

設定の変更
次の設定を変更するには、アプリケーシ ョ ン領域の 「編集 」 ボタンをク リ ッ クします。

■ ク ラ イアン ト設定

■ アプ リ ケーシ ョ ングループ

考えられる原因 詳細情報

印刷を一時停止しましたか。 Webtop 上に印刷が一時停止されているこ とを示す情
報がないこ とを確認します。 17 ページの 「 印刷一時停
止アイコン 」 を参照して ください。

プ リ ンタは正し く設定されていま
すか。

プ リ ンタが正し く設定されているか確認します。それ
にはたとえば、ブラウザから  Web ページをプ リ ンタに
印刷します。

適切なプ リ ンタに対して印刷を実
行しましたか。

印刷先のプ リ ンタを選択できます。プ リ ンタを選択し
ない場合、出力はデフォル トのプ リ ンタに送信され
ます。

どのプ リ ンタがデフォル トプ リ ンタであるかを確認す
るには、 Webtop 上のプ リ ンタアイコンをポイン ト し
ます。ポップアップが表示され、そこにデフォル トプ
リ ンタの名前が表示されます。

デフォル トプ リ ンタを変更するには、 SGD からいった
んログアウ ト してデフォルトプ リ ンタを変更したあと 、
SGD に再度ログインする必要があ り ます。

「 利 用可能なク ラ イアン トプ リ ン
タなし 」 とい う メ ッセージが表示
されますか ?

Webtop に 「 利 用可能なク ラ イアン トプ リ ンタなし 」
とい う メ ッセージが表示されていないこ と 、およびプ
リ ンタアイコンに赤い×印が付いていないこ とを確認
します。 これは SGD が、使用しているコンピュータま
たはプ リ ンタでの印刷をサポート していないこ とを示
しています。

SGD 管理者は、印刷を可能にするこ とができます。
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ク ラ イアン ト設定

SGD Client が起動するときには、プロファイルが使用されます。プロファイルとは、
SGD Client を制御する一連の設定のこ とです。プロファ イルの設定によ り 、次の内
容が定義されます。

■ SGD Client から  SGD サーバーへの接続方法。たとえば、接続先の URL や使用
するプロキシサーバー。

■ SGD Client の動作モード 。たとえば、 Webtop を表示するか、実行可能なアプ リ
ケーシ ョ ンの リ ス ト をデスク ト ップの 「 スター ト 」 メニューまたは 「 起動 」 メニ
ューに表示するか ( 統合モード と呼ばれる ) 。

■ SGD Client の動作。たとえば、サーバーとの接続が失われた場合の動作。

接続する  SGD サーバーごとにプロファ イルを  1 つ割り当てるこ とができます。

利 用可能なク ラ イアン ト設定については、付録 C を参照して ください。

プロファ イルの編集

プロファ イルを編集するには、 SGD 管理者が SGD をそのよ うに設定している必要
があ り ます。

プロファ イルの編集は、 Webtop 上でのみ行えます。 Webtop のアプ リ ケーシ ョ ン領
域にある 「 編集 」 ボタンをク リ ッ ク して 、 「 ク ラ イアン トの設定 」 タブをク リ ッ ク し
ます。

編集できるプロファ イルは、自分のプロファ イルだけです。 また、現在接続している  
SGD サーバーのプロファ イルだけを編集できます。

プロファ イルを 初に編集する と きには、 SGD 管理者が設定した内容が表示され
ます。

プロファ イルをシステムのデフォル ト設定に戻すには、 「 リ セッ ト 」 ボタンをク リ ッ
ク します。

注 - プロファ イルに加えた変更を有効にするには、 SGD からログアウ ト してから再
度ログインする必要があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ングループ

実行可能なアプリ ケーシ ョ ンの リ ス トにアプ リ ケーシ ョ ンの追加や削除を実行できる
のは、 SGD 管理者だけです。ただし 、アプ リ ケーシ ョ ンを  Webtop にいつ、 どのよ
うに表示するかは設定可能です。 これを設定するには、グループを作成します。
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グループは、類似のアプ リ ケーシ ョ ンをグループにま とめた り 、使用頻度があま り多
くないアプ リ ケーシ ョ ンを隠した りする場合に役立ちます。グループは、工夫次第で
さまざまな用途に 利 用できます。

▼ グループを作成する方法

1. Webtop の 「 編集 」 ボタンをク リ ッ ク します。

2. 「 グループの編集 」 タブをク リ ッ ク します。

3. 「 新規グループの追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。

グループの名前を入力します。

「 コンテンツの選択 」 で、グループに含めるアプ リ ケーシ ョ ンおよびドキュ メ ン
トのチェ ッ クボッ クスを選択します。

4. グループの表示オプシ ョ ンを設定します。

アプ リ ケーシ ョ ンおよびグループを  Webtop から隠すには、 「 ログイン時にこの
グループを  Webtop に表示する 」 の横のチェ ッ クボッ クスを選択解除します。

初回ログイン時に、グループの内容を隠してグループ名だけが表示されるよ うに
するには、 「 ログイン時にこのグループのコンテンツを表示する 」 の横のチェッ
クボッ クスの選択を解除します。

図 1-17 「 グループの編集 」 タブによる新しいグループの作成

「 グループの編集 」 タブによる新しいグループの作成

5. 「 グループの保存 」 ボタンをク リ ッ ク します。

6. 「 アップデート 」 ボタンをク リ ッ ク します。

作成した Webtop グループの名前は、 Webtop 上に表示されます。
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図 1-18 Webtop 上に表示されたグループ。グループのコンテンツが表示された状態

Webtop 上に表示されたグループのコンテンツ

どのアプ リ ケーシ ョ ンがグループに含まれるかを示す区切り線も表示されます。

7. グループ内のアプ リ ケーシ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えるには、三角形をク リ ッ
ク します。

図 1-19 Webtop 上に表示されたグループ。グループのコンテンツが隠された状態

Webtop 上に表示されたグループ名

必要な数だけグループを追加できます。グループの変更や削除は、いつでも実行
できます。変更を加えたあとで、 「 アップデート 」 をク リ ッ クする必要があ り
ます。
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デスク ト ップの 「 スタート 」 または 「 起
動 」 メニューからの SGD の使用
デスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューから  SGD を使用できます。 こ
れは統合モード と呼ばれます。統合モードで SGD を使用する場合、アプ リ ケーシ ョ
ン起動用のリ ンクは、 Webtop 上ではなくデスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動
」 メニューに表示されます。つま り 、 コンピュータにインス トールしたアプ リ ケーシ
ョ ン と同じよ うに、 SGD からアプ リ ケーシ ョ ンを実行するこ とができます。

▼ デスク ト ッ プの「 スタート 」 または「 起動」 メ ニ
ューに  SGD を追加する方法

SGD をデスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューに追加する場合は、通
常は、 初にログインして Webtop を表示してから 、プロファ イルを編集する必要が
あ り ます。

1. ブラウザを起動し 、 SGD のログイン  URL にアクセスします。

SGD のログイン URL は http://server.example.com/sgd です。 こ こで、
server.example.com は SGD サーバーの名前です。

2. ログインして Webtop を表示します。

3. プロファ イルを次のよ うに編集します。

a. Webtop のアプ リ ケーシ ョ ン領域にある 「 編集 」 ボタンをク リ ッ ク して 、
「 ク ラ イアン トの設定 」 タブをク リ ッ ク します。

b. 「 スター ト メニューへのアプ リ ケーシ ョ ンの追加 」 チェ ッ クボッ クスにチェ ッ
クマークを付けます。

c. デスク ト ップへのログイン時に SGD Client を起動するには、 「 システムログ
イン時に接続 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

d.  ( 省略可能 ) SGD Client の起動時に自動的に SGD にログインさせる場合は、
「 自動ク ラ イアン ト ログイン 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

自動ログインを使用できるかど うかは、 SGD 管理者に問い合わせてください。

e.  ( 省略可能 ) プロキシサーバーの設定を行います。

使用すべきプロキシサーバー設定については、 SGD 管理者に確認してください。

f. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

4. SGD からログアウ ト します。
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「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューの操作

こ こでは、デスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューを使って、次の各タ
スクを実行する方法について説明します。

■ ログイン  

■ アプ リ ケーシ ョ ンの実行

■ 印刷

■ Webtop の表示

■ アプ リ ケーシ ョ ングループの使用

ログイン

デスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニュー上の 「 ログイン 」 リ ンクをク リ
ッ ク して 、 SGD にログインします。図 1-20 を参照して ください。

図 1-20 デスク ト ップの 「 スタート 」 または 「 起動 」 メニューからのログイン

デスク ト ップの 「 スタート 」 または 「 起動 」 メニューからのログイン

注 - 複数の SGD サーバーにログインする場合は、各サーバーの 「 ログイン 」 リ ンク
が 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニュー内に表示されます。

SGD にログインする と 、 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニュー内の、 SGD から実行
可能なアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクが更新されます ( 図 1-21 を参照 ) 。

SGD を統合モードで使用するには、常に 「 スタート 」 または 「 起動 」 メニューを使
用してログインします。ブラウザを起動してログインしても 、 「 スター ト 」 または 「
起動 」 メニューにアプ リ ケーシ ョ ンは表示されません。

図 1-21 デスク ト ップの 「 スタート 」 または 「 起動 」 メニュー内の Webtop コンテン
ツ リ ンク

デスク ト ップの 「 スタート 」 または 「 起動 」 メニューの リ ンク
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Webtop の表示

プロファ イルの編集、中断しているアプ リ ケーシ ョ ンの再開、印刷の管理などの目的
で、 Webtop を表示する必要がある場合は、 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューの
「 Webtop 」 リ ンクをク リ ッ ク します。ユーザーのデフォル トブラウザに Webtop が
表示されます。

アプリ ケーショ ンの実行

アプリ ケーシ ョ ンを起動するには、 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューに表示され
たアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクをク リ ッ ク します。アプ リ ケーシ ョ ンの別のインスタン
スを起動する場合は、 リ ンクを再度ク リ ッ ク します。

Webtop とは異な り 、アプ リ ケーシ ョ ンを個別に中断および再開するこ とはできませ
ん。実行中のアプ リ ケーシ ョ ンは、 SGD からログアウ トする際に、再開機能の設定
内容によって中断または終了されます。 12 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの中断と再
開 」 を参照して ください。再度ログインする と 、中断していたアプ リ ケーシ ョ ンが自
動的に再開されます。

SGD によるアプ リ ケーシ ョ ンの実行方法の詳細については、 10 ページの 「 アプ リ ケ
ーシ ョ ンの使用 」 を参照して ください。

印刷

「 スタート 」 または 「 起動 」 メニューから印刷ジ ョブを個別に管理するこ とはできま
せん。印刷ジ ョブは選択したプ リ ンタに直接送信されます。

SGD による印刷方法の詳細については、 16 ページの 「 印刷 」 を参照して ください。

アプリ ケーショ ングループの使用

Webtop コンテンツをグループで表示するよ うに設定した場合は、 「 スター ト 」 また
は 「 起動 」 メニューでもそれらのグループが使用されます。 Webtop コンテンツを表
示しないよ うに設定されているグループは、 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューに
コンテンツは表示されません。

My Desktop の使用
My Desktop は、 Webtop を表示せずに、 ログインして全画面デスク ト ップアプ リ ケ
ーシ ョ ンを表示できるよ うにする機能です。
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My Desktop には、 SGD 管理者がユーザーに対して設定したデスク ト ップアプ リ ケ
ーシ ョ ン  (Microsoft Windows デスク ト ップなど ) が表示されます。  

My Desktop を起動するには、 SGD Web サーバーの開始画面 
(http://server.example.com) で 「 My Desktop 」 リ ンクをク リ ッ ク します。 この リ ン
クを開く と 、 SGD のログインページが表示されます。一度ログインする と 、
My Desktop の全画面デスク ト ップアプ リ ケーシ ョ ンが表示されます。

My Desktop を起動するも う一つの方法は、
http://server.example.com/sgd/mydesktop にアクセスするこ とです。  

My Desktop を起動したあとは、ブラウザウ ィ ンド ウを閉じてもかまいません。

注 - My Desktop アプ リ ケーシ ョ ンを中断または再開するこ とはできません。
デスク ト ップアプ リ ケーシ ョ ンから通常どおりにログアウ トする必要があ り ます。

印刷ジ ョブを一時停止した場合、 ログイン時に、印刷を再開できるよ うにする メ ッセ
ージがブラウザウ ィ ンド ウに表示されます。  

ログアウ ト
SGD Webtop を使用しているか、それと もデスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動
」 メニューから  SGD を使用しているかによって、 ログアウ トの手順が異なり ます。

SGD Webtop からのログアウ ト

ブラウザを閉じる前に、必ず SGD からログアウ ト して ください。

Webtop 上の 「 ログアウ ト 」 ボタンをク リ ッ ク し 、確認を要求されたら 「 了解 」 をク
リ ッ ク します。図 1-22 を参照して ください。

図 1-22 Webtop 上の 「 ログアウ ト 」 ボタン

「 ログアウ ト 」 ボタン
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「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューによるログ
アウ ト

統合モードの SGD からログアウ トするには、 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニュー
の 「 ログアウ ト 」 リ ンクをク リ ッ ク します。
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付録 A

SGD Client の手動インス トール

Java テク ノ ロジが有効になっていないブラウザで Oracle Secure Global Desktop 
(SGD) を使用するには、 SGD Client を手動でダウンロード して、 コンピュータにイ
ンス トールする必要があ り ます。その後、 SGD Client を手動で起動し 、 SGD サー
バーに接続されるよ うに設定します。

SGD Client のインス トール
通常は、 Java テク ノ ロジを有効にしたブラウザを使ってユーザーが SGD サーバーに
接続する と 、 SGD Client が自動的にインス トールされます。 SGD Client を手動でイ
ンス トールする場合にだけ、 こ こで説明する手順に従って ください。

Microsoft Windows プラ ッ ト フォームで SGD Client をインス トールするには、管理
者権限が必要です。

Microsoft Windows プラ ッ ト フォームの場合、 SGD Client はデフォルト では C:\
Program Files\Sun\Secure Global Desktop Client ディ レク ト リにインス
トールされますが、 ソフ ト ウェアのインス トール時に別のインス トールディ レク ト リ
を選択できます。 SGD Client のシ ョー ト カッ トが Windows 「 スター ト 」 メニュー
に追加されます。

UNIX プラ ッ ト フォームと  Linux プラ ッ ト フォームの場合、 SGD Client はデフォル
トでは $HOME/bin ディ レク ト リにインス トールされますが、 ソフ ト ウェアのインス
トール時に別のインス トールディ レク ト リ を選択できます。

注 - Mac OS X ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームでは、手動インス トールを行う こ とが
できません。
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▼ Microsoft Windows プラ ッ ト フォームに  SGD 
Client を手動でインスト ールする方法

1. ブラウザで、 SGD Web サーバーにアクセスします。

たとえば、 http://server.example.com にアクセスします。

SGD Web サーバーの開始画面が表示されます ( 図 A-1 を参照 ) 。

図 A-1 SGD の開始画面

開始画面

2. ( 省略可能 ) 使用する言語を選択します。

言語リ ス トから言語を選択します。

開始画面が選択した言語で表示されます。

3. 「 Oracle Secure Global Desktop Client のインス トール 」 をク リ ッ ク します。

「 Oracle Secure Global Desktop Client 」 ページが表示されます。
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4. SGD Client インス トールプログラムをダウンロード します。

「 Secure Global Desktop Client for Microsoft Windows のダウンロード 」 をク リ
ッ ク します。

PC 上の一時ディ レク ト リにインス トールプログラムを保存します。

SGD Client インス トールプログラムは sgdcwin-lang.exe です。 こ こで、 lang 
は選択した言語です。

5. 一時ディ レク ト リに移動し 、 SGD Client をインス トールします。

sgdcwin-lang.exe をダブルク リ ッ ク し 、画面に表示される指示に従います。

▼ Solaris OS プラ ッ ト フォームおよび Linux プラ ッ
ト フォームに  SGD Client を手動でイ ンスト ール
する方法

1. ブラウザで、 SGD Web サーバーにアクセスします。

たとえば、 http://server.example.com にアク セスします。

SGD Web サーバーの開始画面が表示されます ( 図 A-2 を参照 ) 。
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図 A-2 SGD の開始画面

開始画面

2. ( 省略可能 ) 使用する言語を選択します。

言語リ ス ト で言語をク リ ッ ク します。

開始画面が選択した言語で表示されます。

3. 「 Oracle Secure Global Desktop Client のインス トール 」 をク リ ッ ク します。

「 Oracle Secure Global Desktop Client 」 ページが表示されます。

4. SGD Client の tar ファ イルをダウンロード します。

「 platform 版の Secure Global Desktop Client 」 を ク リ ッ ク します。 こ こで、
platform は使用しているコンピュータプラ ッ ト フォームのオペレーティ ングシステ
ムです。

コンピュータ上の一時ディ レク ト リに tar ファ イルを保存します。

tar ファ イルの名前は、次のよ うにプラ ッ ト フォームを示しています。

■ sgdci3so.tar (x86 プラ ッ ト フォーム版 Solaris™ Operating System 
(Solaris OS) の場合

■ sgdcspso.tar (SPARC® テク ノ ロジプラ ッ ト フォーム版 Solaris OS の場合 )

■ sgdci3li.tar (Linux プラ ッ ト フォームの場合 )
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5. 一時ディ レク ト リに移動し 、 tar ファ イルを展開します。

6. SGD Client をインス トールします。

画面に表示される指示に従って ください。

SGD Client の起動
UNIX プラ ッ ト フォームと  Linux プラ ッ ト フォームの場合は、 SGD Client を  
ttatcc コマンドで手動で起動します。

Microsoft Windows プラ ッ ト フォームの場合は、 SGD Client をインス トールの一部
と して起動するか、 「 スター ト 」 → 「 すべてのプログラム 」 → 「 Oracle Secure 
Global Desktop 」 → 「 ログイン 」 の順にク リ ッ ク して SGD Client を手動で起動し
ます。

▼ SGD Client を設定する方法

SGD Client の初回起動時に、次の情報を入力するよ う求められます。

■ 接続先の SGD サーバーの URL (Uniform Resource Locator) 。 これは通常、
http://server.example.com/sgd です。 こ こで、 server.example.com は SGD サーバ
ーの名前です。

■ 使用するプロキシ設定。デフォル トのブラウザから設定を引き継ぐこ と も  
(Java テク ノ ロジが必要 ) 、自分で設定を入力するこ と もできます。

1. SGD Client を初めて起動します。

■ UNIX および Linux プラ ッ ト フォームの場合 :

■ Windows プラ ッ ト フォームの場合 :

$ cd /tempdir
$ tar xvf tarfile

$ sh sgdc/install

$ cd $HOME/bin
$ sh ttatcc
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「 スター ト 」 → 「 すべてのプログラム 」 → 「 Oracle Secure Global Desktop
」 → 「 ログイン 」 の順にク リ ッ ク します。

「 ク ラ イアン ト接続設定 」 ダイアログボッ クスが表示されます。図 A-3 を参照して
ください。

図 A-3 「 ク ラ イアン ト接続設定 」 ダイアログボッ クス

ク ラ イアン トの設定

2. SGD サーバーのサーバー URL を入力します。

3. 「 Proxy Settings 」 のオプシ ョ ンを選択します。

「 Use HTTP Proxy Server 」 オプシ ョ ンを選択した場合は、提供されたフ ィール
ドにプロキシサーバーのホス ト名とポート を入力します。

4. 「 接続 」 ボタンをク リ ッ ク して SGD サーバーに接続します。

デフォル トのブラウザが読み込まれ、 SGD ログインダイアログが表示されます。

5. SGD にログインします。

SGD ログインダイアログで、 SGD のユーザー名とパスワードを入力します。
「 ログイン 」 ボタンをク リ ッ ク して SGD にログインします。

6. SGD からログアウ ト します。

SGD Webtop メニューバー上の 「 ログアウ ト 」 ボタンをク リ ッ ク します。

ユーザーが入力したク ラ イアン ト接続設定は、 SGD Client によって、 この SGD 
サーバーへの後続のすべての接続で使用されます。
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付録 B

詳細設定

この付録には、 Oracle Secure Global Desktop (SGD) の上級ユーザー向けの設定情報
が含まれています。

詳細設定の内容は、次のとおりです。

■ 37 ページの 「 ク ラ イアン ト設定 」

■ 39 ページの 「 印刷 」

■ 40 ページの 「 コンピュータ上のド ラ イブへのアクセス 」

ク ラ イアン ト設定
SGD Client の次の設定の一部を変更できます。

■ ログインページの URL (Uniform Resource Locator)

■ 言語

■ プロキシ設定

■ PDF (Portable Document Format) ビューア

「 ク ラ イアン トの設定 」 タブを表示するには、 Webtop のアプ リ ケーシ ョ ン領域にあ
る 「 編集 」 ボタンをク リ ッ ク します。ユーザーが編集できるのは、現在接続されてい
る  SGD サーバーに対するク ラ イアン ト設定だけです。

注 - ユーザー独自のク ラ イアン ト設定の変更をユーザーに許可するかど うかは、
SGD 管理者が決定します。  
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ログインページの URL の変更

SGD サーバー上のログインページの場所を指定するには、 「 ログイン  URL 」 設定を
使用します。

このク ラ イアン ト設定は、デスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューから  
SGD にログインする場合に適用されます。

ログイン  URL は通常、 http://server.example.com/sgd/index.jsp です。 こ こで、
server.example.com は SGD サーバーの名前です。  

言語の変更

ログインページや画面上のメ ッセージで使用される言語を指定するには、 「 言語の選
択 」 設定を使用します。

このク ラ イアン ト設定は、デスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューから  
SGD を使用する場合に適用されます。

プロキシ設定の変更

SGD Client によって使用されるプロキシサーバーを指定するには、 「 ク ラ イアン ト
の設定 」 タブの 「 プロキシ 」 セクシ ョ ンの設定を使用します。

デフォル ト設定では、ブラウザと同じプロキシサーバー設定を使用するよ うになって
います。 しかし 、 HTTP プロキシサーバーの手動設定を入力するこ と もできます。

代替 PDF ビューアの指定

UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのコンピュータ上で PDF ファ
イルを印刷する場合、その PDF ファ イルは通常、そのコンピュータのデフォル トの 
PDF ビューアを使って表示されます。

これを上書きするには、 「 代替 PDF ビューア 」 設定に別の PDF ビューアを指定し
ます。代替 PDF ビューアのアプ リ ケーシ ョ ンコマンドを入力します。アプ リ ケーシ
ョ ンが PATH 上に存在しない場合は、アプ リ ケーシ ョ ンのフルパス名を入力します。
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印刷
UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X コンピュータを使用している場合は、 SGD 管理
者による設定を上書きし 、そのコンピュータ上のプリンタを設定するこ とができます。

ク ラ イアン トプ リ ンタの設定

SGD 管理者は通常、 ユーザーが使用できるク ライアント プリ ンタの設定を行います。
しかし 、 UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのコンピュータから
印刷を行う場合は、そ う した設定を上書きし 、ユーザー独自のク ラ イアン トプ リ ンタ
を設定するこ とができます。そ うするには、ホームディ レク ト リ内のク ラ イアン トプ
リ ンタ設定ファ イル $HOME/.tarantella/printerinfo.txt 内で、それらを定義
します。 このファ イルはデフォル トではインス トールされません。 このファ イルを作
成するか、あるいはインス トールおよび編集可能なテンプレート ファ イルを  SGD 管
理者から入手する必要があ り ます。

プ リ ンタ設定ファ イルの形式は次のとおりです。

printer_name は、 コンピュータ上の lp または lpr システムに認識されているプ
リ ンタの名前です。  

windows_driver は、 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから印刷を行
う場合に使用するプ リ ンタ ド ラ イバの名前です。

printer_type は、印刷ジ ョブに使用される形式です。有効な値は PostScript 、
PCL 、 Text です。  

ク ラ イアン トプ リ ンタ設定ファ イルの例は、次のとおりです。

こ こでは、 2 つのク ラ イアン トプ リ ンタ  drafts と  salesprinter が定義されてい
ます。 この場合、次のコマンドを使えば、 UNIX プラ ッ ト フォームアプ リ ケーシ ョ ン
から  salesprinter に印刷するこ とができます。

[UNIX]
"printer_name" = "windows_driver" printer_type
"printer_name" = "windows_driver" printer_type...

[UNIX]
"drafts" = "HP DeskJet 970Cxi" PCL
"salesprinter" = "HP LaserJet 5/5M" PostScript

$ lp -d salesprinter file
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コンピュータ上のド ラ イブへのアクセス
SGD 管理者は、 SGD 経由で実行中のアプリ ケーシ ョ ンから使用しているコンピュー
タ上のド ラ イブにアクセスできるよ うにするかど うかを設定します。  

UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのコンピュータを使用している
場合は、デフォルト で、ホームディ レク ト リが 「 My Home 」 と呼ばれる ド ラ イブに
マップされます。 しかし 、ユーザーはアプリ ケーシ ョ ンで使用する ド ラ イブを設定で
きます。そ うするには、 ク ラ イアン ト設定ファ イル 
$HOME/.tarantella/native-cdm-config を編集します。 このファ イルは、
SGD Client のインス トール時に自動的に作成されます。 このファ イルには、マップ
されたド ラ イブの作成方法に関する詳細な手順が含まれています。

この設定ファ イルには、 <path> <type> <label> とい う形式のエン ト リが含まれ
ます。 こ こで、各要素は次のとおりです。  

■ <path> は、 ク ラ イアン ト ファ イルシステムの絶対パス名です

■ <type> は、 unknown 、 fixed 、 floppy 、 cdrom 、 remote のいずれかです。

■ <label> は、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンで使用される名前です

ド ラ イブごとに改行し 、 フ ィールド間は空白かタブで区切り ます。空白やタブを含む 
<path> フ ィールド または <label> フ ィールドは、引用符で囲みます。

<path> フ ィールド と  <label> フ ィールドでは、環境変数を使用できます。それら
はドル記号 ($) で区切り ます。 リ テラルの $ を使用するには、それをも う  1 つの $ で
エスケープします。

設定ファ イルの例を 、次に示します。

注 - 設定ファ イルに加えた変更は、いったんログアウ ト してから  SGD にログインす
るまで有効にな り ません。

マップされたク ラ イアン ト ド ラ イブのアクセス権限は、 ド ラ イブ名のあとの括弧内に
示されます。 (rw) は読み取り / 書き込みアクセスを意味し 、 (ro) は読み取り専用
アクセスを意味します。

[CDM]
$HOME$ fixed "My Home"
/tmp/$USER$ fixed Temp
"/mnt/win/My Documents" fixed "My Local Documents"
[/CDM]
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取り外し可能ド ラ イブの使用

SGD の使用中に USB (Universal Serial Bus) メモ リースティ ッ クなどの取り外し可能
ド ラ イブを取り付ける と 、そのデバイスは自動的に検出され、使用できる状態にな り
ます。  

取り外し可能ド ラ イブを使用するには、 SGD 管理者が取り外し可能ド ラ イブのサポ
ート を有効にする必要があ り ます。

UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスでは、取り外し可能デ
バイスが自動的に検出されない場合、取り外し可能デバイスがないか、
$HOME/.tarantella/native-cdm-config 設定ファ イルの [DYNAMICSTORAGE] 
セクシ ョ ンに一覧表示されている場所が監視されます。 ク ラ イアン トプラ ッ ト フォー
ムに応じて、次のデフォル トのシステムの場所がこのファ イルの 
[DYNAMICSTORAGE] セクシ ョ ンに一覧表示されます。

取り外し可能ド ラ イブが別の場所で使用されている場合は、 [DYNAMICSTORAGE] 
セクショ ンに 1 つまたは複数のエント リ を追加します。 たと えば、 次のエント リ により 、
SGD は、 ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームのデフォル トの場所に加えて、取り外し可
能ド ラ イブの /opt ディ レク ト リ を監視するよ うにな り ます。

クライアン ト プ

ラ ッ ト フォーム デフォルトの場所 タイプ

Linux /media removable

Solaris OS /rmdisk

/cdrom

removable

cdrom

Sun Ray $DTDEVROOT/mnt removable

Mac OS X /Volumes removable

[DYNAMICSTORAGE]
...
/opt removable
[/DYNAMICSTORAGE]
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付録 C

プロファ イルの設定

この付録では、プロファ イルで設定可能な項目について説明します。

プロファ イル設定の説明
SGD Client が起動する と きには、 「 プロファ イル 」 が使用されます。プロファ イル
とは、 SGD Client を制御する一連の設定のこ とです。

次の表で、プロファ イルの設定とその機能について説明します。
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設定に関して不明な点がある場合は、 SGD 管理者に問い合わせてください。

設定内容 説明

ログイン  URL プロファ イルに使用する  SGD の Uniform Resource Locator (URL) 。 これは通
常、 http://server.example.com/sgd です。 こ こで、 server.example.com は 
SGD サーバーの名前です。

ブラウザを使って SGD Webtop を表示する場合は、デフォル トのブラウザに
この URL が自動的にロード され、 Webtop にログインしてアクセスできる状
態にな り ます。

統合モードでは、 URL がデフォル トのブラウザにロード されるのは、
SGD にログインする必要がある場合だけです。

デフォル トのログイン URL は、
http://server.example.com/sgd/index.jsp です。

システムログイン時に接続 有効な場合、 コンピュータにログインするたびに、 SGD Client がこのプロフ
ァ イルを使用して自動的に起動します。

これを有効にする と 、アプ リ ケーシ ョ ンのシ ョー ト カッ ト またはシンボ リ ッ ク
リ ンクが、 SGD Client によ りデスク ト ップシステムのスター ト アップフォル
ダ内に作成されます。

デフォル トでは、 この機能は無効になっています。

「 スター ト 」 メニューへのアプ
リ ケーシ ョ ンの追加

SGD の使用方法を制御します。

有効な場合、実行可能なアプ リ ケーシ ョ ンが、 コンピュータのデスク ト ップの
「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニューに表示されます。 これは統合モード と呼
ばれます。

無効な場合、実行可能なアプ リ ケーシ ョ ンがブラウザの Webtop に表示されま
す。

統合モードでは、アプ リ ケーシ ョ ンを個別に中断および再開した り 、印刷ジ ョ
ブを個別に一時停止および再開した りする こ とはできません。

デフォル トでは、 この機能は無効になっています。

自動ク ラ イアン ト ログイン 有効な場合、 SGD Client が起動する とすぐに SGD に自動的にログインしよ
う と します。自動ログインが使用されるかど うかは、管理者に問い合わせて く
ださい。

このオプシ ョ ンを有効にできるのは、 「 「 スター ト 」 メニューへのアプ リ ケー
シ ョ ンの追加 」 設定が有効な場合だけです。

デフォル トでは、 この機能は無効になっています。

代替 PDF ビューア PDF 印刷で使用する代替 PDF (Portable Document Format) ビューア用のアプ
リ ケーシ ョ ンコマンド 。

アプ リ ケーシ ョ ンが PATH に存在しない場合は、アプ リ ケーシ ョ ンのフルパス
を入力します。

この設定が適用されるのは、 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フ
ォームのコンピュータだけです。

ログ SGD Client ログファ イルに出力される情報量を制御します。

出力は、 SGD Client と同じディ レク ト リ内にテキス ト ファ イルで保存され
ます。

デフォル トは、 「 エラーのみ 」 です。
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統合モード動作の設定

「 ク ライアン トの設定 」 タブの次の各設定は、 SGD の統合モード動作の設定に使用
されます。

言語の選択 SGD Client がコマンド行から起動される際に使用すべきデフォル ト言語。
たとえば、 SGD Client が統合モードの場合など 。

選択した言語は、 SGD Client 、 ログインダイアログ 、および Webtop で表示
される メ ッセージで使用されます。

デフォル トは英語です。

ローカル X サーバーの確認 有効な場合、 コンピュータ上で動作している  X サーバーがあるかど うかを  
SGD Client が確認します。

コンピュータ上で X サーバーを使って表示するよ うに X アプ リ ケーシ ョ ンが
設定されている と きは、 このオプシ ョ ンを有効にする と 、 X アプ リ ケーシ ョ
ンの起動時のパフォーマンスが向上します。

この設定は、 Windows コンピュータにだけ適用されます。

デフォル トでは、 この設定は無効になっています。

プロキシ設定 この設定によ り 、 SGD Client が使用するプロキシサーバーの決定方法が制御
されます。

デフォル トの Web ブラウザ設定を使用する と 、デフォル トブラウザ内のプロ
キシサーバー設定が使用されます。

手動プロキシ設定を使用する と 、プロファ イルにプロキシサーバー設定を定義
できます。ハイパーテキス ト転送プロ ト コル (HTTP) プロキシサーバーを指定
できます。

ブラウザ上でプロキシを設定する と 、設定が保存され、 SGD Client の次回起
動時に使用されます。

「 セッシ ョ ン開始時にプロキシ設定を確立する 」 が有効になっている場合は、
SGD Client が起動するたびに、ブラウザからプロキシ設定が取得されます。
保存済みのプロキシ設定は使用されません。 「 自動ク ラ イアン ト ログイン 」 が
選択されている場合は、 「 セッシ ョ ン開始時にプロキシ設定を確立する 」 設定
を使用できません。

デフォル トでは、 「 デフォル トの Web ブラウザ設定を使用する 」 チェ ッ クボ
ッ クスが選択され、 「 セッシ ョ ン開始時にプロキシ設定を確立する 」 チェ ッ ク
ボッ クスは選択されていません。

接続障害 SGD サーバーへの接続が失われた場合の、 SGD Client の動作を制御する設定 
( 常に再接続する 、再接続しない、接続するかど うかを確認する 、のいずれか ) 。

再接続する場合、 これらの設定によ り 、接続試行回数および接続試行間隔 
( 秒単位 ) が制御されます。

再接続できない場合、 Webtop セッシ ョ ンは終了します。実行中のアプ リ ケー
シ ョ ンは、事前の設定内容に応じて終了または中断します。

デフォル トの設定は 「 常に再接続を試行する 」 で、試行回数は 6 、間隔は 10 
です。

設定内容 説明
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■ システムログイン時に接続

■ 自動ク ラ イアン ト ログイン

■ 「 スター ト 」 メニューへのアプ リ ケーシ ョ ンの追加

詳細については、 25 ページの 「 デスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニュ
ーからの SGD の使用 」 を参照して ください。
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用語集

A
アプリ ケーシ ョ ン サーバー上で実行するプログラム。 SGD を使う と、 任意のコンピュータ上で

ブラウザを使ってアプリ ケーシ ョ ンにアクセスできます。

B
ブラウザ SGD にアクセスするためにコンピュータ上で起動するソフ ト ウェア。

たとえば、 Microsoft Internet Explorer や Mozilla Firefox。

I
統合モード デスク ト ップの 「スタート 」 または 「起動」 メニューから  SGD を実行する

場合の動作モード。 アプ リ ケーシ ョ ンを起動するには、 「スター ト 」 または
「起動」 メニュー内のリ ンクをク リ ッ ク します。
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L
リ ンク Webtop 上のドキュ メ ン トおよびアプリ ケーシ ョ ンに対するアクセスを提供

します。 通常は、 ラベルの付いたアイコンです。

P
パスワード 一式の秘密の文字列であ り、 ユーザー名と一緒にユーザーの ID をサーバー

に対して証明します。 サーバーごとに、 別々のパスワード とユーザー名を設
定するこ とができます。

プロファ イル SGD Client を制御する一群の設定。

S
サーバー ほかのコンピュータにサービスを提供するコンピュータまたはソフ ト ウェア。

SGD サーバーを使えば、 Webtop を表示できます。 Webtop 上に一覧表示さ
れたアプ リ ケーシ ョ ンを実行するサーバーも存在します。

SGD 管理者 SGD の設定、 ユーザーの Webtop へのリ ンク配置、 およびアプ リ ケーシ ョ ン
のセッ ト アップができる人。

SGD サーバー ブラウザを使ってユーザーの Webtop を表示するためにユーザーがログイン
する  SGD ソフ ト ウェア。

U
ユーザー名 サーバーがユーザーを識別するのに使う一意の名前。 サーバー別に、 別々の

ユーザー名を設定するこ とができます。
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W
Webtop SGD にログインする と表示される特別な Web ページ。 Webtop はアプリ

ケーシ ョ ンへのアクセスを提供します。
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